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【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ   26/00     　　　Ｅ
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   Ｂ２２Ｆ    3/16     　　　　
   Ｂ２２Ｆ    7/04     　　　Ａ
   Ｂ２３Ｋ   26/342    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　母材と、
　前記母材の表面に形成される被覆材と、を備え、
　該被覆材の表面は、原子密度最大の結晶面に配向する
ことを特徴とするステンレス鋼。
【請求項２】
　前記被覆材は、ステンレス鋼材の被覆層を積層して形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載のステンレス鋼。
【請求項３】
　前記被覆層の積層ピッチは、１００ｎｍ～１μｍの範囲内にある
ことを特徴とする請求項２に記載のステンレス鋼。
【請求項４】
　該ステンレス鋼は、オーステナイト系ステンレス鋼であり、
　前記原子密度最大の結晶面は、（１１１）面である
ことを特徴とする請求項１に記載のステンレス鋼。
【請求項５】
　該ステンレス鋼は、フェライト系ステンレス鋼であり、
　前記原子密度最大の結晶面は、（１１０）面である
ことを特徴とする請求項１に記載のステンレス鋼。
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【請求項６】
　該ステンレス鋼は、マルテンサイト系ステンレス鋼であり、
　前記原子密度最大の結晶面は、（０１１）面である
ことを特徴とする請求項１に記載のステンレス鋼。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載のステンレス鋼を用いられている
ことを特徴とする流体機器。
【請求項８】
　母材の表面に、３Ｄプリンタを用いて、原子密度最大の結晶面に配向する被覆材を形成
する
ことを特徴とするステンレス鋼の製造方法。
【請求項９】
　前記３Ｄプリンタは、
　熱源によりステンレス鋼材粉末を溶融させ、溶融したステンレス鋼材を緩冷し、凝固さ
せることにより、被覆層を形成し、
　該被覆層を積層して前記被覆材を形成する
ことを特徴とする請求項８に記載のステンレス鋼の製造方法。
【請求項１０】
　前記３Ｄプリンタは、
　熱源として電子ビームを用いる
ことを特徴とする請求項９に記載のステンレス鋼の製造方法。
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